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司
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仁
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史
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司
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司
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兼
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本
奈
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井
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紀
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聡
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重
三
子

一
井
奈
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、
坂
本
裕
美

○
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祉
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次
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当
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貢
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正
文
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児
玉
裕
仁

松
下
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、
島　
　

誠

中
川
さ
ち
代
、
齋
藤
浩
二

杉
本
年
美
、
吉
原
千
佳

澤
田
晋
吾
、
佐
々
木
友
美

西
川
純
歩
、
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裕

辛
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文
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寿
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祉
課
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森
崎
重
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森
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雅
生

安
田
文
子
、
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庄　

登

郷
野
仁
史
、
井
上
拓
也

河
井
美
和
、
石
田
緩
子

前
田
多
江
、
居
内
昭
人

内
山
賢
一
、
濵
口
知
明

前
川
知
住
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保
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課
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課
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部
総
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職
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岡
本
良
次

村
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き
、
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勤
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前
川
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椚
田
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緒
理
、
森
崎
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と
み

細
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春
奈
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健
康
課
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課
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中
濵
素
三
子

職
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雅
彦

桐
本
正
子
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清
水
美
登
里

永
田
加
織
、
芝
美
智
世

西
谷
由
佳
、
荒
木
柳
子

田
坂
千
佐
美
、
譽
田
志
緒
理

小
林
有
美
、
安
部
こ
ず
恵

藤
江
朋
代
、
玉
久
保
友
里
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原
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友
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当
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、
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英
明
、
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田
憲
範

東　

和
幸
、
濟
藤
貴
志

榎
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康
孝
、
仲
野
隆
行

【
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課
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大
瀬　

久
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配
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央
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西
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農
商
工
連
携
事
業
は
、
産
業
間

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
商
品
や▲ブルーベリーの鉢を前に、左から農家グループの

　出口さん、百間田さん、うずのくにの飛田社長

観
光
施
設
と
農
業
グ
ル
ー
プ
の
連
携

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
計
画
に
対
し
、

農
林
水
産
省
と
経
済
産
業
省
が
認

定
し
、
国
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

２
月
23
日
、
大
鳴
門
橋
記
念
館

等
の
指
定
管
理
者
「
㈱
う
ず
の
く

に
南
あ
わ
じ
」
と
八
木
馬
回
の
農

家
グ
ル
ー
プ「
馬
回
清
流
の
里
会
」

が
連
携
す
る
計
画
事
業
が
、
島
内

初
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
家
グ
ル
ー
プ

21
人
が
育
て
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
の
果
樹
の
鉢
を
大
鳴
門
橋
記
念

館
に
貸
し
出
し
、
観
光
客
に
収
穫

体
験
や
食
品
加
工
体
験
を
楽
し
ん

島
内
初
の
農
商
工
連
携
事
業
が
認
定
！

で
も
ら
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
食
材
提
供
や
果
実
を
使
っ
た
商

品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
集

客
力
ア
ッ
プ
と
双
方
の
収
益
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　

移
動
型
体
験
観
光
農
園
と
も
言

え
る
こ
の
事
業
は
、
今
年
度
は
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
ほ
か
、
ビ
ワ
や
イ

チ
ジ
ク
、
み
か

ん
で
試
行
し

て
、
来
年
夏
頃

か
ら
の
本
格

的
な
始
動
が

計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
在
住
の
写
真
家
・

野
水
正
朔
氏
（
二
科
会
写
真
部
会

員
）
が
、
昭
和
27
年
か
ら
撮
り
続

け
た
貴
重
な
淡
路
島
の
記
録
写
真

２
０
０
枚
を
、
南
あ
わ
じ
市
に
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
４
月
中
旬
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
懐
か
し
の
淡

路
島
写
真
館
」で
公
開
。
写
真
は
、

今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
島
の

風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
、
仕
事
、

祭
り
、
出
来
事
な
ど
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
価
値
あ
る
写
真
を
、

後
世
に
残
し
て
お
く
た
め
、
南
あ

わ
じ
市
が
野
水
氏
に
提
供
を
依

頼
。
提
供
い
た
だ
い
た
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
り
込

み
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
て
保

存
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
が
発
行
す
る
出
版
物

や
学
校
教
材
、
郷
土
資
料
と
し
て

も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

野
水
さ
ん
は
、「
古
き
良
き
時

代
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲提供を受けた写真のうちの一枚。農業用水の円筒分
　水の中で泳ぐ子どもたち（昭和30年代）

野
水
正ま

さ
あ
き朔

氏
の
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

懐
か
し
の
写
真
を
保
存 

　
　

定
額
給
付
金
の
現
金
に
よ
る

窓
口
配
布
は
、
市
民
の
皆
様
、

南
あ
わ
じ
警
察
署
や
防
犯
協

会
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
自
治
会
や
民
生
委
員

の
方
々
、
あ
わ
じ
島
農
協
を
は

じ
め
、
各
方
面
の
方
々
の
ご
尽

力
、
お
心
づ
か
い
に
よ
り
、
大

き
な
混
乱
も
無
く
無
事
ほ
と

ん
ど
の
方
々
の
手
元
に
お
渡

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

一
つ
の
こ
と
を
全
て
の
市
民

の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
少
し

で
も
貢
献
し
よ
う
、
適
切
に
行

え
る
よ
う
協
力
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
民
を

誇
り
に
思
い
、
皆
様
の
た
め
に

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
心
に
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　

全
世
帯
を
対
象
に
し
た
現
金

給
付
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
県
下
で
も
当
市
の
み
で

す
。
こ
の
計
画
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
安
全
面
や
窓
口
で
の

混
乱
、
体
制
づ
く
り
な
ど
相
当

悩
み
ま
し
た
が
、
口
座
振
込
を

主
体
に
し
ま
す
と
、
免
許
証
や

通
帳
の
コ
ピ
ー
を
用
意
い
た

だ
き
、
書
類
不
備
が
あ
り
ま
す

と
再
々
市
役
所
と
の
や
り
と

り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

市
民
の
皆
様
は
、
適
切
に
申

請
書
に
記
入
し
、
領
収
ま
で
事

前
に
ご
用
意
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
ご

と
の
時
間
帯
を
お
守
り
い
た

だ
き
、
窓
口
手
続
が
順
調
に
進

み
ま
し
た
。
全
国
に
自
慢
で
き

る
給
付
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

市
役
所
職
員
も
頑
張
り
ま
し

た
。
久
々
に
お
会
い
す
る
地
元

住
民
の
方
々
に
喜
び
、
何
と
か

ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
し
よ
う

と
努
力
し
て
お
り
ま
し
た
。
職

員
を
褒
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

商
い
応
援
振
興
券
に
つ
い
て

も
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
地
元
で
お
使
い

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
景
気
浮

揚
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
　

市
民
の
皆
様
の
お
心
づ
か
い

に
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
の
す
ば

ら
し
い
「
ふ
る
さ
と
」
の
た
め

に
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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１
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け
る
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